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都市有害生物管理学会
第46回年次大会で発表

イカリ消毒は、３月28日（金）に慶應義塾大学で開催された、都市有害生物管理

学会 第46回年次大会において、「奈良県のアルゼンチンアリ発生地域内の特定

エリアにおけるハイドロジェルベイト剤による防除」「個別住宅におけるトフシアリ

とヒメアリのハイドロジェル剤による防除事例」 「ヒトスジシマカのCDCトラップ

によるマストラッピングの効果」と題した発表をしました。

今後もこのような研究発表を通して、現場改善に向けた活動につなげていきた

いと考えております。

以上
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【概要】

■都市有害生物管理学会 第46回年次大会

■日時： 2025年3月28日（金）10:00～17:00

■会場：慶應義塾大学

●都市有害生物管理学会について

建造物を荒らすシロアリに対して著名な指導者であり、慶應義塾大学教授、日本シロアリ対策協会会長であっ

た森八郎博士によって1973年に「日本家屋害虫学会」として創設。その後2011年に、日本家屋害虫学会の

川上裕司会長は、臨時総会を開催して学会の名称を「都市有害生物管理学会」と改めた。

それまで「家屋害虫」という名称であった学会誌も「都市有害生物管理」と改称。これ以来、害虫ばかりでなく

カビ、鳥類、小動物や大きな野生動物に至る広い範囲の生物を対象として、人間の生活を脅かしている有害

生物による被害を、未然に防ぐ方法を重視した研究と指導をおこなっている。

出典：都市有害生物管理学会HP
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